






 

  最終的には先天性胆道閉塞症の治療にあたっての管理基準を設定することが

目的であるが,初年度の現在あらゆる角度から本症の術前術後の経過を検討し,

種々の問題点を解決していくことが必要と思われる。今回は多くの問題点のう

ち,本症の治療成績に直接影響をおよぼす術後の上行性胆管炎と,術後黄疽消矢

例にも起こる門脈圧亢進症についての研究を報告する。 


